
１．所属会議体 回答数 率    　　　研修会参加者数３５名?　アンケート回答者数２３名　回収率６５.７％

①運営会議 1 3.6%

②医療介護相談支援小部会 10 35.7%

③在宅生活支援小部会 6 21.4%

④多職種連携研修小部会 6 21.4%

⑤情報共有・地域啓発小部会 3 10.7%

⑥地域リハビリテーション活動支援事業調整会議 2 7.1%

⑦コロナ対策プロジェクトチーム 0 0.0%

⑧未回答 0 0.0%

計 28 100%

２．参加経験 回答数 率

①本日初めて参加した 1 4.3%

②参加したことがある 22 95.7%

③未回答 0 0.0%

計 23 100%

２－２．参加回数 回答数 率

①5回未満 3 33.3%

②5回～9回 2 22.2%

③10回以上 4 44.4%

④未回答 0 0.0%

計 9 100%

３．研修場所 回答数 率

①職場から１台端末で参加 16 69.6%

②職場からPC共有で参加 5 21.7%

③自宅から参加 2 8.7%

④未回答 0 0.0%

計 23 100%

３－①．職場利用端末 回答数 率

①PC 12 75.0%

②タブレット 4 25.0%

③スマートフォン 0 0.0%

④未回答 0 0.0%

計 16 100%

３－③．自宅の利用端末 回答数 率

①PC 2 100.0%

②タブレット 0 0.0%

③スマートフォン 0 0.0%

④未回答 0 0.0%

計 2 100%

第２回　オンライン多職種合同研修会「多職種支援」（R3.3.4）　参加者アンケート集計結果
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４．オンライン研修の感想 回答数 率

①便利でよい 18 43.9%

②操作が難しい 3 7.3%

③楽しい 3 7.3%

④馴染めない 1 2.4%

⑤次年度利用可能 12 29.3%

⑥その他 4 9.8%

計 41 100%

４．オンライン研修の感想　⑥その他

○ 開始時間は、ちょうど良いと思います。
○ グループワークの時間は、15分程度は必要だと思います。
○ 2回の研修参加で、Zoomの操作には少し慣れました。

少し慣れた。

端末操作に少し慣れてきた

2回目の参加です。少し慣れました。今回背景を変えられると教えていただいたので自宅の壁を気にしなくて良いのかな？
と思いました。次回があれば挑戦してみます。

第１回目はPCの不具合で少ししか参加できず残念でした。途中からの参加では内容が分かりにくかった。
第２回目はスムーズに参加ができ、グループワークもスムーズにでき良かった。

疲れます

ちゃんと接続できるのか、会議に参加できるのか毎回ドキドキします。

４０分単位なので、早く終われる

移動時間なく参加できる

緊張します。

５．オンライン研修についての意見等
協議会としては手探りでのトライアル開催でしたが、本日のオンライン研修に参加して、開始時間や研修時間の長短、進
行・タイムスケジュール、プログラムなどで、気が付いたことや、次年度に向けて改善・工夫すべきことなどがあればお書きく
ださい。
※第１回に引き続き参加された方は、「少し慣れた」など、何か変化はありましたか。

研修はとても良かったです。今後もとりいれていただきたいです。
グループワークの中、「残り６０秒です」がでるまで、時間配分を忘れてしまい、伊東先生が少ししかはなせなくなってしまい
心残りでした。「あと２分です」ぐらいもでてくれればなあ・・と思いました。楽しかったです。

１人で接続できず、操作に時間がかかりましたので、話題提供をほとんど聞けませんでした。感染症対策や会場までの移動
の手間を考えると、オンラインはよい方法だと思います。
しかし、グループワークは、１画面に４人までしかタブレットでは写らないので、不便でした。場が馴染むまでに時間がかか
り、グループワークの時間は１回目は短かったです。

講演は、画面も講師も「一番良い席で視聴」している感覚で、自分の環境さえ整えれば集中できる。
GWは、話すタイミングがまだ慣れずにかぶったりするので、少しストレスを感じた。話を深めるGWにはほど遠い。

少しなれてきました。
今回初めてパソコンから参加しました（普段はタブレットまたはスマホから参加）。
パソコンだと参加者の顔が多く見られるだけでなく、操作も違うため参加しやすかったです。
何の端末を使用するかによって、参加のしやすさが異なると感じました。

グループに分かれて話をする前に、今日のテーマや目的、時間を再確認したほうがいいかなと思いました。

今後はコロナが収束しても、面会する必要がなければ、書面・ZOOM・バイタルリンクなどでの会議形態は続くと思いますの
で、引き続き実施していく取り組みは必要と思いました。
グループワークは、慣れている方や話すのが得意な人がいると進行に困りませんが、やはり事前に決めておくことや、全員
に順番が必ず来るような段取りをしておくとスムーズかと思いました。
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新しい事を始めるには時間がかかることと思いますので、このような研修、勉強会を重ねて少しずつルールが定着していけ
れればと思いました。

決まった時間で終わるのでいい。

開始時間や研修時間はちょうど良いと思います。
グループワークは4人程度であれば、皆さんの発言を聞き、返答や会話もしやすいと感じました。
グループワークは司会をする人を決めていただけたのでスムーズに話しを始めることができたと思います。

タブレットの機種で以前とは違った点があり、戸惑いました。

参加者皆が経験を積んだせいか、第１回目よりもスムーズ進んだともう。

・雑談が楽しく、交流には良いと思った。
・短時間であればグループメンバーは変えない方が話が深まると思った。
・浅く多くの人との交流であればメンバー替えをしながらが良いと思う。
・２部までが時間的にもよい。３部になると疲れてくるため。
・慣れると便利。

６．多職種支援についての意見等

本日のテーマ「多職種支援」について、話題提供やグループワークで感じたことや、今後の多職種支援、入退院支援・調整ルールの普及、きた
そらりんくの活用促進にご意見等があればお書きください。

ケアカフェのような研修スタイルなら、Zoomを使用したオンライン研修でも十分いけると感じました。（複数回の小グループ
分けをする場合、メンバーのシャッフルが1回目と2回目でもう少し重複しない振り分けにできると、さらにGoodだと思いま
す。）

ZOOMの使い方にもう少し慣れていきたい。

40分で中断するのではなく、継続的に協議できるのが望ましいと思います。（有料Zoomを活用してほしいです。）
会議であれば、オンラインもよいのですが、研修となると、やはり、顔の見える関係を作るには、集合して研修を行いたいで
す。

・ケア・カフェは、今回のやり方を基本に工夫することでオンラインで代替ができると思う。
・入退院支援研修会は、開会・事例紹介20分＋グループ検討３０＋全体共有・閉会２０分など3部構成でしょうか。
・グループワークを行わないで、全体で意見交換する場合は、ZOOMでは全員の顔が見れる２５人定員で行うのがよいで
しょうか。
・集合型のような準備が不要なので、２５人定員で数多く開催する方法も考えられる。
・コロナの影響で交流の機会がない就職２～３年以内の職員、特に北空知が初めてという職員の交流会をオンラインで行う
のはどうでしょうか。

ルールを知らない、きたそらりんくは会議の連絡手段として活用している人が多く、患者情報共有で活用している人はいま
せんでした。
入退院の協働は必要と実感しており、今後活用してみたいと話になりました。
ケア・カフェで現状課題を知り、入退院研修を通じて問題解決につなげていきたいと思います。

具体的なイメージができた。
今までとってきた「連携」をちょっとサポートするツールぐらいのとらえで、気軽にチャッレンジできるとよいと思う。

きたそらりんくは、立川さんと山口さんが話題提供されたように、使っている事例を紹介することで具体的に活用イメージが
できると感じ、活用の勉強会などによって利用が促進されるのではと感じました。

きたそらりんくは、もう少しなれたら、かなり便利に使えると思うので、勉強会をしてはどうでしょうか。

多職種支援の事例提供は参考になりました。
連携、業務の効率化等メリットがあり、前向きに検討したいと思いました。

バイタルリンクを活用しているケースがあったことに驚き、また、その数がたた2件と知ってまた驚きました。
実例を聞かせていただくと、とても便利だと感じました。
これから使用例が増えた場合失敗例？等も公開し、より使いやすい物になるとよい。
今回のコロナ感染症で、Zoom会議を半強制的に（？）経験できて良かったと思えるように、バイタルリンクもきっと使えば手
放せなくなるのでは？
個人的な感想です。事務局の皆様　お疲れ様でした。

きたそらりんの便利さが、使ってみるとわかると思う。
記録が残るのが良いと思いました。
写真や動画も残せれるので状況より伝わりやすいと思いました。

きたそらりんくの事例を聞き、自分に置き換えて考えることができ、このような場合に使用できると連携もとりやすいかな、と
イメージすることができました。



まだ慣れていないので、オンラインだとなかなか話が弾まない。慣れが必要。

・きたそらりんくは「掲示板機能」と「個別支援機能」とがあるので、分けて評価するとわかりやすいと思った。
・利用していて疑問に思うことや使い方の共通理解など今後も勉強会やその情報発信・共有が継続的に必要と思う。
・利用についてのアンケート等で意見を聞いてもよいかと思う。

きたそらりんくを有効活用したいです。

入院時は情報交換を頻繁にすると思うのですが、退院してしまうと在宅から病院への情報を提供する機会が減ってしまうの
で、バイタルリンクがあれば、病院の方で退院後の情報も伝わりやすくなるのかと思います。

グループワークは、もう少し「お題」がはっきりしている方が話しやすいと思いました。ただ、他の市町や機関の方と情報交
換ができて良い機会となりました。

入退院支援・調整ルールに関する事例等、グループワークしたい思います。

きたそらりんくを活用した人が少なく、話し合いの場では「わからない」という人が大半であった。



第２回オンライン多職種合同研修会「多職種支援」 アンケート 

                             令和３年３月４日（木） 

  

オンライン研修お疲れ様でした。次年度に向けての検討資料にするため、アンケートの記入をお

願いします。アンケートは、３月９日（火）までに、メール又はＦＡＸ（0164‐23‐2712）によ

り、北空知地域医療介護連携支援センター（市立病院地域連携室）へお送りください。 

 

１．あなたの所属会議体の番号に〇を付けてください。 

 ① 運営会議   ② 医療介護相談支援小部会   ③ 在宅生活支援小部会 

 ④ 多職種連携研修小部会  ⑤ 情報共有・地域啓発小部会 

 ⑥ 地域リハビリテーション活動支援事業調整会議  ⑦ コロナ対策プロジェクトチーム 

 

２．協議会小部会のＺｏｏｍ会議を除き、オンラインでの会議や研修の参加経験はありますか。 

① 本日初めて参加した。  ② 参加したことがある。⇒ 何回くらい（    ）回 

 

３．本日の研修会はどこから参加しましたか。 

 ① 職場から１台の端末で参加 ⇒ 利用端末は、（ ＰＣ タブレット スマートフォン ） 

 ② 職場から１台のＰＣを２名以上で利用し参加 

 ③ 自宅から参加 ⇒ 利用端末は、（ ＰＣ  タブレット  スマートフォン ） 

 

４．他のオンライン研修の参加経験も含め、オンライン研修の感想はいかがですか。（複数選択可） 

 ① 便利でよい  ② 操作が難しい  ③ 楽しい  ④ 馴染めない   ⑤ 次年度活用可能 

  ⑥ その他（                                    ） 

 

５．協議会としては手探りでのトライアル開催ですが、本日のオンライン研修に参加して、開始時

間や研修時間の長短、進行・タイムスケジュール、プログラムなどで、気が付いたことや、次年

度に向けて改善・工夫すべきことなどがあればお書きください。 

  ※ 第１回に引き続き参加された方、「少し慣れた」など、何か変化はありましたか。 
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ご協力ありがとうございました    【多職種連携・地域啓発部会 多職種連携研修小部会】 


